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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月26日(2010.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開放端部を有する容器（１１２）と、
　二硫化鉄を含む正電極（１１８）と、
　リチウムを含む負電極（１２０）と、
　非水性電解質と、
　前記正電極と前記負電極との間に配置され、前記電解質、前記正電極（１１８）及び前
記負電極（１２０）と共に前記容器（１１２）内に配置されるセパレータと、
　前記容器の前記開放端部を密閉し、前記容器とは電気的に接触しないカバー（１１４）
と、を備え、
　前記正電極（１１８）が前記容器（１１２）と電気的に接触し、前記負電極（１２０）
が前記カバー（１１４）の一部と電気的に接触しており、
　前記カバー（１１４）がさらに前記負電極（１２０）と前記カバー（１１４）との間に
配向される導電性部材（１２２）を備え、
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　該導電性部材（１２２）が前記負電極（１２０）と前記カバー（１１４）との間に圧縮
可能に保持される、
ことを特徴とする電気化学セル（１１０）。
【請求項２】
　前記カバー（１１４）が、前記カバーを前記容器（１１２）にシールする非導電性部分
を更に含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項３】
　前記正電極（１１８）、前記負電極（１２０）及び前記セパレータがゼリーロール構成
で巻かれる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項４】
　前記二硫化鉄がフォイル担体上にコーティングされ、前記フォイル担体が、前記容器（
１１２）と直接電気的に接触する、
ことを特徴とする請求項３に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項５】
　前記二硫化鉄がフォイル担体上にコーティングされ、前記フォイル担体が、前記容器（
１１２）と直接電気的に接触する、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項６】
　前記容器（１１２）が、開放端部を有するシリンダを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項７】
　開放端部を有する円筒形容器（１１２）と、
　少なくとも部分的に集電子にコーティングされた二硫化鉄を含む正電極と、リチウムベ
ース負電極と、電解質と、前記電極（１１８、１２０）間に配置されたセパレータとを有
し、前記容器（１１２）内に配置された一次電気化学セル用の螺旋巻き電極組立体と、
　正極性を有する前記容器の開放端部を密閉するような大きさにされ、負極性である端子
カバーを含む端部キャップと、
を備え、
　前記円筒形容器（１１２）が前記端部キャップよりも大きい内部容積を有する、
ことを特徴とする電気化学セル（１１０）。
【請求項８】
　前記二硫化鉄が前記集電子の対向する両側部にコーティングされる、
ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項９】
　前記集電子が金属フォイルである、
ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項１０】
　前記端部キャップが、前記容器（１１２）との間にシールを形成する非導電性ガスケッ
ト（１１６）を含む、ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項１１】
　前記電極組立体と前記端部キャップとの間に位置決めされたアノードタブを更に含み、
該アノードタブが、前記端部キャップへの固定接続を含まない、
ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項１２】
　前記電極組立体と前記端部キャップとの間に位置決めされたアノードタブを更に含み、
　該アノードタブが電気的に絶縁される、
ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１１０）。
【請求項１３】
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　前記容器（１１２）がアルミニウムを含む、
ことを特徴とする請求項１または請求項７のいずれか１項に記載の電気化学セル（１１０
）。
【請求項１４】
　前記端部キャップが、前記電極組立体と電気的に接触する接触ばね（１２４）を含む、
ことを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル。
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